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総
会
で
は
、
議
長
に
前
村
岑
男
理
事
長
を
選
出
し
、
議
事
は
進
行
。
最
初
に
、「
令

和
３
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
」を
報
告
。
続
い
て
、「
令
和
２
年
度
事
業
報
告
」

が
さ
れ
、「
令
和
２
年
度
決
算
報
告
」
に
つ
い
て
は
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令和３年度の定時総会は６月16日（水）、会
員の皆様297名（出席者15名、議決権行使
書282名）が参加して、安芸高田市シルバー
人材センター本所で開催されました。
昨年に続き、新型コロナウイルスの感染拡大
の防止のため、会員の皆様には来場を見合
わせていただき、規模を縮小して行いました。

規
模
を
縮
小
し
て
開
催

規
模
を
縮
小
し
て
開
催

来
場
を
見
合
せ

来
場
を
見
合
せ

◇
令
和
２
年
度
報
告

コ
ロ
ナ
禍
で
会
員
数
、�

�

契
約
金
額
は
前
年
比
で
減
少
に

　

令
和
３
年
３
月
末
の
会
員
数
は
３

１
６
人
で
、
男
性
は
２
２
２
人
、
女

性
は
94
人
。
前
年
度
比
で
10
人
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

　

請
負
・
委
任
と
派
遣
事
業
を
合
わ

せ
た
契
約
金
額
は
１
億
２
６
１
８
万

円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
０

９
１
万
円
、
16
・
５
％
の
減
で
し
た
。

（
表
１
を
参
照
）

　

主
な
要
因
と
し
て
、
請
負
事
業
で

は
㈱
マ
ツ
ダ
の
自
動
車
生
産
工
場
の

閉
鎖
な
ど
の
影
響
に
よ
り
に
自
動
車

部
品
の
組
み
立
て
な
ど
が
大
幅
に
減

少
し
、
派
遣
事
業
で
は
派
遣
先
企
業

の
生
産
活
動
の
低
下
に
伴
い
契
約
解

除
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
職
員
に
よ
る
営
業
訪
問

活
動
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
自
粛
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
草

刈
り
・
剪
定
・
清
掃
な
ど
の
屋
外
作

業
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
依
頼
を

頂
き
就
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
3
年
3
月
に
は
、
自

動
車
部
品
の
組
立
作
業
を
新
た
に
受

注
し
、
工
場
内
で
就
業
を
開
始
す
る

こ
と
で
、
会
員
拡
大
や
就
業
機
会
の

確
保
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

独
自
事
業
と
し
て
、
不
要
な
枝
葉

を
チ
ッ
プ
に
し
、
堆
肥
化
し
た
も
の

を
「
チ
ッ
プ
堆
肥
」
に
し
て
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
社
会
へ
の
貢
献
事
業
と
し

て
、
市
役
所
・
学
校
・
福
祉
施
設
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度　

定
時
総
会
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令
和
３
年
度

出席者　15名

議決権行使書
282名

総会の参加者　297名
定

時

総

会

項目 ２年度 前年度 増減

会員数

（1）全体数 316人 326人 △10人

（ア）男性 222人 219人 3人

（イ）女性 94人 107人 △13人

※平均年齢は男性74.7歳、女性73.8歳、全体で74.4歳

請負・委任の仕事

（1）受注額 8,173万円 9,668万円 △1,495万円

（2）就業延べ人数 21,143人日 23,093人日 △1,950人日

（3）就業実人数 248人 266人 △18人

（4）就業率 78.5% 81.6% △3.1%

（5）受注件数 1,321件 1,333件 △12件

派遣による仕事

（1）契約額 4,445万円 5,041万円 △596万円

（2）就業延べ人数 5,166人日 6,067人日 △901人日

表1　令和２年度会員数と事業の実績

項目 令和３年度 前年度決算

1　収入合計 1億5,097万円 1億2,913万円

（1）受託事業収入
　�（請負による配分金、材料費等、
事務費）

9,994万円 8,173万円

（2）派遣事業等収入
　（派遣事業に伴う受託収入）

498万円 412万円

（3）会員の会費 80万円 79万円

（4）国、市の補助金 4,400万円 4,098万円

（5）受取負担金 105万円 100万円

（6）その他の収入
　（受取利息、雑収益）

20万円 51万円

2　支出合計 1億5,097万円 1億2,811万円

（1）事業費
　（うち支払配分金）

1億4,049万円
（8,338万円）

1億1,977万円
（7,080万円）

（2）管理費
　（管理運営にかかる費用）

1,048万円 833万円

収支（差引） 0円 102万円

表2　令和３年度予算の概要

◇
令
和
３
年
度
計
画

会
員
確
保
と
就
業
機
会
拡
大

　

セ
ン
タ
ー
運
営
の
両
輪
で
あ
る
、

会
員
確
保
と
就
業
機
会
拡
大
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
安
芸
高
田
市
、

関
係
団
体
と
の
情
報
交
換
並
び
に
連

携
を
密
に
し
て
営
業
活
動
を
強
化
し
、

就
業
機
会
の
拡
大
・
確
保
に
努
め
ま

す
。

　

広
く
市
民
の
皆
様
に
本
事
業
の
理

解
と
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
公
共

施
設
や
人
の
集
ま
る
場
所
な
ど
に
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
会
報
を
配
布
し
、

お
太
助
け
フ
ォ
ン
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
会
員
募
集
・
情
報
提
供
を
行
い
、

新
規
会
員
加
入
の
増
強
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
イ
ジ
レ
ス
80
携
帯
シ
ョ�

ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
、
速
や
か
に
情
報
伝
達
を
行

う
こ
と
で
、
会
員
同
士
の
連
携
を
図

り
ま
す
。

　

就
業
中
又
は
就
業
途
上
に
お
い
て

は
、「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」

を
念
頭
に
、
安
全
委
員
を
中
心
と
し

た
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
就
業
会
員
へ

の
安
全
対
策
・
安
全
指
導
を
行
う
こ

と
で
、
事
故
の
未
然
防
止
や
会
員
自

ら
の
健
康
維
持
と
安
全
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

　

発
注
者
及
び
就
業
会
員
へ
各
種
会

議
を
通
じ
、「
適
正
な
就
業
方
法
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
や
情
報
提
供
を

行
う
こ
と
で
、
就
業
の
適
正
化
を
図

り
ま
す
。

　

独
自
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
継
続
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
事

業
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
、
生

産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
活

力
あ
る
高
齢
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、

セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
期
待
は
よ
り
一

層
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
・
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
、

セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
を
十
分
認

識
し
、
地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

（
令
和
3
年
度
予
算
の
概
要
は
表
2

の
と
お
り
）
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入賞者入賞者

〈
安
全
関
係
〉�

（
敬
称
略
）

◇
慣
れ
た
作
業　

ゆ
る
む
心
に　

潜
む
事
故�

平
下　

勝
利
（
八
千
代
町
）

◇
さ
あ
や
ろ
う　

み
ん
な
で
確
認　

安
全
就
業�

谷
川　

正
留
（
甲
田
町
）

◇
早
く
や
る
よ
り
正
確
に　

焦
っ
て
や
る
よ
り
確
実
に�

吉
中
　
隆
行
（
高
宮
町
）

〈
意
識
の
高
揚
関
係
〉

◇
シ
ル
バ
ー
は　

仲
間
づ
く
り
と　

分
け
合
う
就
業�

渡
辺
　
正
美
（
甲
田
町
）

◇
楽
し
み
は　

シ
ル
バ
ー
仲
間
と　

集
う
こ
と�

下
田　

健
三
（
甲
田
町
）

◇
ま
た
行
き
た
い　

思
う
気
持
ち
は　

仲
間
の
お
か
げ�

湯
浅　

昭
弘
（
吉
田
町
）

　啓発活動として会員の安全就業・就業意識の高揚を目的
とし、シルバー人材センター標語の募集を行いました。
　47作品の応募があり、5月17日の選考委員会において厳
正な審査の結果6名の作品が入賞され、定時総会で表彰を
行いました。

令和3年度 シルバー人材センター標語シルバー人材センター標語

選考の様子選考の様子

�
副
理
事
長　
　
　

�
�

藤
原
　
憲
司

　

令
和
3
年
7
月
5
日
に
山
田
数
敏
副

理
事
長
が
逝
去
さ
れ
、
後
任
の
副
理
事

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
藤
原
憲
司
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
急
拡
大
並
び
に
、
年
々

被
害
が
大
き
く
な
る
自
然
災
害
等
の
社

会
全
体
に
対
す
る
負
荷
も
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
る
現
在
で
あ
り
ま
す

が
、
前
村
理
事
長
の
も
と
、
役
職
員
全

員
一
丸
と
な
っ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
発
展
に
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
任
役
員
の
紹
介
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シ
ル
バ
ー
の
チ
ッ
プ
堆
肥
は
、

２
２
０
円
（
税
込
）
で
、ベ
ジ
パ
ー

ク
安
芸
高
田
と
安
芸
高
田
市
Ｓ
Ｃ

事
務
所
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

庭
木
や
畑
や
花
壇
の
土
に
適
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度

使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　センター職員もチップ堆肥を利用してサ
ツマイモ作りに現在チャレンジ中です。

チップ堆肥作業チップ堆肥作業
　独自事業として、剪定の枝葉をチップ状に粉砕し、堆肥にしたものをベジパーク安芸高田で販売し
ています。

①①

　作業内容は、まず剪定の枝葉をチップ機に
入れチップ状にします。

②②

　続いてチップを約１年寝かせて（発酵）か
ら、撹拌し、袋詰めをします。

③③

　堆肥の完成です。　最後にシーラーで袋を閉じます。

④④

チ
ッ
プ
堆
肥
の
ご
紹
介

チ
ッ
プ
堆
肥
の
ご
紹
介

就業紹介
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各
地
域

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
会
員
の
み
な

さ
ん
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
甲
田

町
の
大
山
正
夫
会
員（
90
歳
）で
す
。

　

大
山
さ
ん
は
、
除
草
・
清
掃
作

業
、
家
庭
ご
み
の
片
づ
け
、
門
松

づ
く
り
な
ど
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

就
業
以
外
に
も
シ
ル
バ
ー
会
員

と
し
て
数
多
く
の
社
会
貢
献
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

秋
に
は
ご
自
身
が
育
て
た
さ
つ

ま
い
も
畑
に
、
園
児
を
招
い
て
さ

つ
ま
い
も
掘
り
を
行
い
、
冬
に
は

門
松
を
製
作
し
て
、
安
芸
高
田
市

役
所
玄
関
に
設
置
し
、
春
に
は
同

玄
関
に
お
花
を
植
え
た
プ
ラ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、
楽
し
み

な
が
ら
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ�

元
気
の
秘
訣
は

　
若
い
こ
ろ
は
食
べ
物
や
仕
事
な

ど
、
と
て
も
厳
し
い
環
境
で
生
活

し
、
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
苦

労
が
あ
っ
た
の
で
、
今
は
毎
日
楽

し
く
生
活
で
き
て
い
る
こ
と
が
、

元
気
の
秘
訣
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ�

シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
っ
て
ど
う

で
す
か

　
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
同
じ
目

的
を
持
っ
た
会
員
と
出
会
う
こ
と

で
輪
が
広
が
り
、
楽
し
み
な
が
ら

就
業
や
活
動
が
で
き
て
い
ま
す
。

Ｑ�

会
員
の
み
な
さ
ん
に
一
言

　
シ
ル
バ
ー
仲
間
を
た
く
さ
ん

作
っ
て
下
さ
い
。
仕
事
や
趣
味
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
シ
ル
バ
ー
活

動
が
楽
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、体
力
が
続
く
限
り
、

生
涯
現
役
で
頑
張
り
ま
す
。

新
作
業
所
の
紹
介

　

令
和
3
年
6
月
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本

所
に
吉
田
第
2
作
業
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

仕
事
内
容
は
自
動
車
部
品
の
洗
浄
・
組
付
加
工
等

の
軽
作
業
で
す
。

　

発
注
先
か
ら
機
械
を
移
設
す
る
こ
と
で
、
シ
ル

バ
ー
作
業
所
内
で
の
就
業
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
一
緒
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

会
　
員
　
紹
　
介

会
　
員
　
紹
　
介
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「いつまでも　働く喜び　無事故から」「いつまでも　働く喜び　無事故から」

全国統一スローガン（令和2年度～令和4年度）

市内一斉安全パトロール市内一斉安全パトロール

●良かった点

〈全パトロール現場〉
・リーダーを中心に声を掛け合って、適時休憩を取
りながら熱中症対策ができていました。

〈草刈り作業〉
・	作業箇所に応じ、機械を使い分けされていました。
・作業看板を設置し、車両に気をつけながら作業さ
れていました。

●注意点

〈草刈り作業〉
・作業中のヘルメット未着用と防護面を上げたまま
の作業が見受けられたので、正しく装着して安全
に作業を行いましょう。

〈草取り作業〉
・	交通量の多い所で作業中の看板が未設置でした。
周囲に作業を知らせ、事故を防ぎましょう。

令和3年7月20日（火）安全委員8名により実施しました。令和3年7月20日（火）安全委員8名により実施しました。

作業中の安全は、会員1人ひとりの自覚と意識によって確保されます
日常の健康管理も含め安全就業に努めましょう

ヒヤリハット体験事例を募集
　会員の皆様の就業中、何らかの原因により「ヒヤリとした」、「ハッとした」体験が
ございましたら、別紙（ヒヤリハット体験事例）により事務所まで提出して下さい。

　締切　令和3年10月8日（金）



会員数会員数（令和３年８月１日現在）（令和３年８月１日現在）

会員数
地区 男性 女性 合計 前年同期
吉　田 50 18 68 76
甲　田 52 38 90 92
八千代 35 15 50 49
美土里 23 12 35 33
高　宮 30 8 38 36
向　原 34 11 45 43
合　計 224 102 326 329

（単位：人）

吉
田
町　

山
田　

数
敏　

様
（
七
月
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

お

悔

や

み

賛助会員のご紹介賛助会員のご紹介 令和2年3月1日現在

　
　
　
　
　

�　

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
会
員
の
み
な
さ

ま
に
は
、
体
調
管
理
に
十
分

注
意
さ
れ
、
安
全
な
就
業
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
は
、
各
地
域
で
の
互
助
会
活
動

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
一
緒

に
楽
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

編

集

後

記

　 （ 8 ）安芸高田市シルバー人材センター（シルバー安芸高田 第32号） 令和３（2021）年８月13日

　

8
月
13
日（
金
）は
、
事
務

所
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

お盆休みの
お知らせ
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オ
キ
タ
石
油

ゲ
イ
ビ
車
輌　
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有
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ざ
き

坂
本
重
工　
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総
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な
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が
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店

有
限
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仁
井
モ
ー
タ
ー
ス

西
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う
ず
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広
島
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協
同
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合
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ア
ー
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モ
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共
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組
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た
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み
や
湯
の
森
運
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協
会

●
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イ
マ
ム
ラ
商
会

株
式
会
社　

大
前
醤
油
本
店

有
限
会
社　

甲
立
タ
ク
シ
ー

協
同
組
合　

甲
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社　

甲
田
自
動
車

サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ　

ユ
キ
タ
ケ

有
限
会
社　

シ
ン
セ
イ

有
限
会
社　

し
ん
た
く
自
動
車

株
式
会
社　

住
吉

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
高
田
原
店

有
限
会
社　

高
田
オ
ー
ト

中
国
新
聞　

甲
立
販
売
所

な
か
む
ら
寿
司
店

株
式
会
社　

ハ
マ
イ
物
産

●
八
千
代
町

株
式
会
社　

フ
リ
ー
エ
ム

八
千
代
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
美
土
里
町

立
川
園
芸

●
市
外

株
式
会
社　

カ
プ
リ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

シ
ン
セ
イ
ア
ー
ト
株
式
会
社

大
信
産
業（
株
）緑
化
部　

広
島
営
業
所

株
式
会
社　

モ
ル
テ
ン
ス
タ
ン
ピ
ン
グ

賛
助
会
員
と
は
：�

セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
活
動
や
運

営
を
ご
支
援
く
だ
さ
っ
て
い
る
法
人
・
個
人
の
皆
様
で
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
４
月
よ
り
会
員

の
み
な
さ
ん
の
携
帯
電
話
に

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ

ス
（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
で
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ
を
一
斉
送
信
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

主
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
容

・
会
議
日
の
お
知
ら
せ

・ 

安
全
就
業
関
係
の
お
知
ら
せ

・
個
別
の
連
絡
な
ど

※�

セ
ン
タ
ー
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
い
た
ら
、
ア
ド
レ
ス
帳

へ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
し
て
お
く
と
次
回
か
ら

確
認
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）の

サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ


